








要約:本年度も宮城県小児科医会の協力を得て、、2474 名の乳幼児濾紙血中のセルロプラ

スミン(CP)値を測定した。その平均値は 12.33mg/dl、標準偏差は 5.26 であった。低値を

示した 3名について再採血を行なったが、再検では正常であり患者は発見出来なかった。

  昨年度のパイロットスクリーニングで発見された 2 名の発症前患者の経過:2 才の男児

は臨床症状を認めず、肝機能も正常であったが肝銅含量は 162μg/g 湿重量と軽度増加し

ていた。ペニシラミンを維持量で開始したところ、投与開始後 2ヵ月で血中銅は前値 8か

ら 5μg/dl 以下に低下した為ペニシラミンを中止、亜鉛 5mg/kg 投与に変更した。3 才の

女児は発熱時 GPT200 台まで上昇し、肝銅含量も 1170μg/g 湿重量と著増していた為ペニ

シラミンを 20mg/kgで開始した。肝機能は正常化し経過良好である。発症前ウイルソン病

に対するペニシラミン至適量は症例ごとに慎重に決定する必要がある。また、亜鉛による

治療も試みる価値があると考えられた。


